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平成２５年第３回名寄市議会臨時会会議録

開会 平成２５年８月７日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 平成２５年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第４ 報告第１号 継続費の逓次繰越しにつ

いて

１．追加議事日程

追加日程第１ 緊急質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 平成２５年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第４ 報告第１号 継続費の逓次繰越しにつ

いて

追加日程第１ 緊急質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 勝 議員

１番 川 村 幸 栄 議員

２番 奥 村 英 俊 議員

３番 上 松 直 美 議員

４番 大 石 健 二 議員

５番 山 田 典 幸 議員

６番 川 口 京 二 議員

７番 植 松 正 一 議員

８番 竹 中 憲 之 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 佐 々 木 寿 議員

１２番 駒 津 喜 一 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 日 根 野 正 敏 議員

１７番 山 口 祐 司 議員

１９番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 益 塚 敏

書 記 山 崎 直 文

書 記 鷲 見 良 子

書 記 佐 藤 潤

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 佐 々 木 雅 之 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 扇 谷 茂 幸 君

市 民 部 長 中 村 勝 己 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 高 橋 光 男 君

建設水道部長 長 内 和 明 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 部 長

市 立 大 学
鹿 野 裕 二 君

事 務 局 長

営業戦略室長 常 本 史 之 君

上下水道室長 斎 藤 一 彦 君

会 計 室 長 山 崎 真 理 子 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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〇議長（黒井 徹議員） おはようございます。

ただいまより平成２５年第３回名寄市議会臨時会

を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 大 石 健 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期臨時会の会期は、本日１日としたいと思い

ますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、今期臨時会の会期は、本日１日と決定

いたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ 議案第１号

平成２５年度名寄市一般会計補正予算（第４

号）、日程第４ 報告第１号 継続費の逓次繰越

しについて、以上２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。議

案第１号 平成２５年度名寄市一般会計補正予算

及び報告第１号 継続費の逓次繰越しについて、

一括して提案の理由を申し上げます。

議案第１号による今回の補正は、（仮称）市民

ホール整備事業に係る継続費の補正でありまして、

工期の変更に伴い事業費の時点修正を行い、年割

額及び総額にそれぞれ ０００万円追加をし、平

成２６年度年割額を１４億 ９３０万円とし、総

額を２５億 ３００万円にしようとするものであ

ります。

報告第１号による継続費の逓次繰り越しは、平

成２４年度から平成２６年度までの継続費を設定

をいたしました（仮称）市民ホール整備事業につ

きまして、初年度である平成２４年度の事業執行

がありませんでしたので、平成２５年度の事業と

して１１億３７０万円を繰り越すこととしたため、

地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、

継続費の逓次繰り越しについて継続費繰越計算書

の報告を申し上げ、承認をお願いをするものであ

ります。

以上、補正及び報告の概要について申し上げま

した。よろしく御審議くださいますようお願いを

申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第１号

について質疑に入ります。御発言ございませんか。

奥村英俊議員。

〇２番（奥村英俊議員） ０００万円の追加補

正ということでありました。この間も建物の内容

や金額について市民の皆さんに説明や理解を求め

るような取り組みはされていたかというふうに思

いますけれども、現時点でのさらなる補正という

か、そういうことになりますので、この点につい

てやはり市民の皆さんに説明あるいは理解を求め

るということについて必要ではないかというふう

に思いますけれども、その辺についてのお考えを

お聞かせいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） このたびの補正

に関する市民理解ということでありますけれども、

現段階では入札前でもありますし、中身的には精

査する、含めて詳細までお知らせするということ

はなかなかできないのかなと思っておりますので、

御理解を願いたいなと思ってございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 入札にかかわる中身の
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説明をきちんとしろとかということではなくて、

これまで一定の金額、１万円や２万円の話ではな

くて二十何億円というお金がかかりますという話

をして、そういう意味では一定の理解をしてもら

った中で事業を進めましょうということになった

と思うのです。ここにきてやはりさらにお金がか

かります。当然適正な見積もりをして必要な額を

出しているから、そのことについて云々というふ

うには思いませんけれども、さらなるお金がかか

るけれども、この事業をきちっとやり通していき

たいというのは、それには市民の皆さんのきちっ

とした理解が必要ではないかということなのです。

先日議会のほうで議会報告会というのを開催しま

したけれども、その中でもやはり十分な理解が得

られるような、名寄市民皆さんがというふうにな

らないかもしれないけれども、そういった意味で

の説明や市側の取り組みというのがないのではな

いかということなのです。そのことについてやっ

ぱり報告会の中でたくさんの意見出ていましたの

で、そういう意味で今回も ０００万円、 ００

０円ではなくて ０００万円ですから、それも適

正なそういった点検した中で出てくるということ

についてわかりますけれども、そのことをしっか

り説明、説明というのは理解を求める努力をきち

っと市側とした上で名寄市全体の市民の総意とし

て少しお金かかるけれども、やり通そうねという。

そういうことでないと、せっかくいいものつくろ

うというふうにやっているし、これまでも何十年

も市民の皆さんの切望しているものだということ

で取り組もうとしている事業ですから、ここでき

ちっとそういったことを理解を求めた上で最後の

入札に臨むというか、そういうことがやっぱり必

要ではないかというふうに思うので、そういった

ことってやるつもりないですかということなので

す。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 今御指摘いただきま

したけれども、まさに御指摘のとおりというふう

に考えております。市民の大きな夢を実現すると

いうことで、私ども入札を担当する部署も含めて

名寄市全体で何とかいい市民ホールを建てたいと

いうことでこの間取り組みを進めてまいりました。

そんな中で１つ、入札の手法で一度延期せざるを

得ないという、結果としては実績の高い業者にぜ

ひ立派なものをつくっていただきたいということ

で１回目の入札にかかりましたけれども、応募が

なかったということで、速やかに第２回目の入札

に向けて一定程度代表と、従前の大きなホール等

の代表ではなくてもしっかり実績を持っている道

内の業者であればということで、第２回目の応募

につきましても一部仕様変更して対応させていた

だいたということでありました。ここにつきまし

ては、一定程度私どもの意図も実を結んだかなと

いうような状況になりましたけれども、結局直前

になって１社の入札辞退がございまして、結果と

してこれもまた入札を延期せざるを得ない状況に

なったということであります。入札という非常に

シビアな内容を抱えながら、どうこの間の経緯を

市民の皆さん、市議会の皆さんにお伝えすればい

いのかということで、私ども当事者も随分悩んだ

経緯はございまして、そういう意味ではまだいわ

ゆる入札がしっかり執行できていないという状況

の中でどれだけの情報を市民の皆さんにお伝えで

きるのかということで、るる議会等も含めて対応

させていただいた経緯がございます。そういう意

味では、結果として市民の皆さんに十分な情報の

提供になっていないということは、これは認めざ

るを得ないところでありまして、結果は出しなが

ら、その中で改めてこれまでの経過をしっかりお

伝えできるような時期は間違いなく来るだろうと

いうふうに思っております。今建設水道部長のほ

うからもちょっとお話がございました。これ私ど

も４回目はないというふうに認識をして３回目に

臨むということで、この間時間をかけて精査もさ

せていただいた経緯がございます。そういう意味

では、これまでの私どもの努力を、お願いとすれ
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ば影ながら支えていただきながら、しっかり３回

目で結果を出す中で立派な市民ホールをつくると

いうことで市民の皆さんの御負託にぜひ応えてい

きたいと。そういう決意で今回補正を上げさせて

いただきまして、ぜひ理解をいただいて議決をい

ただきまして、何とか３回目の入札にしっかりか

かわりながら、着工に向けた対応を進めてまいり

たいと、そういう決意でありますので、御理解の

ほどをお願いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇２番（奥村英俊議員） 決意についてはすごく

よくわかります。当然だという話もあるかもしれ

ませんけれども、そこまでしっかり決意されてい

るということについては重く受けとめたいという

ふうに思いますけれども、情報の提供というか、

市民の皆さんに情報提供するだけの話ではなくて、

それは当然必要なことです、説明責任もあります

し。ただ、市民の皆さんにどうやって理解を求め

ることをやったかということが大事なのではない

かと思います。それも事前にやっておくべきなの

ではないでしょうか。そのことによって、例えば

今回もいろんな状況がある中で ０００万円ふえ

ましたということ。一定の理解は得られるのでは

ないかと逆に思います。ただ、これが何の説明も

なく ０００万円ふえたのだけれどもという話に

なると、どうしてそうなったのよということにな

りかねないのです。この間の議会報告会の中でも

ただではなくてお金がかかわるものですから、や

っぱりそういう話出てくるのです。やったことに

ついて覆すとか、そういうことではないけれども、

どうしてそういうことになったのか全然説明ない

しという、やっぱりそういう問われ方をするので

す。だから、そうではなくて事前に市民の皆さん

にどういうふうな理解の得方、例えば説明会、い

いですよね。答えられないことは答えられないで、

その時点であるから、済みませんけれども、答え

られないというやり方もあるだろうし、ただし先

ほど言われたようにしっかりした決意を持って臨

みたいということを何らかの形で伝えることをし

てもいいのではないでしょうか。するべきではな

いでしょうか。この間やはりいろんな大きな事業

やっているけれども、そこが少し不足している分

があって、ちょっと何か予定どおりにならないこ

とがあったりした場合に、それは市民の皆さんに

とっても少しストレスというか、不満に思うこと

につながっているのではないかと思いますので、

今回のことについてもしっかり市民の皆さんの理

解を得た上で３回目に臨むということを強く求め

て、意見を終わりたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村幸栄議員。

〇１番（川村幸栄議員） 今回の ０００万円の

増について、今奥村議員のほうからもありました

けれども、前回６月の臨時会で議長が特別に発言

をした２度の入札が中止になったことに対して、

今後においてかかる事態の原因を公明、公正に精

査をされて、責任感を持って事態の収拾に当たら

れ、早期に入札を執行しと、そういう発言をされ

て、ここを私は重く受けとめていただきたいなと

いうふうに思っています。やはり市民の皆さん、

本当にいろいろな不満、また見えてこないことへ

のいら立ちのようなものも多くあるというのも受

けとめていただきたいというふうに思います。一

応やっぱり ０００万円が増になった予定価格に

ついて、これが入札にかかわってくるということ

であるとちょっとなかなか御答弁もいただけない

のかもしれないのですけれども、皆さんからこれ

が本当に適正な価格だったのかどうかといった声

も聞かれているところであります。例えば建設業

界の動向、また他市町村の発注の動向、こういっ

たものもしっかり念頭に置きながら予定価格がつ

くられていったのかどうか、そういったことなど

も声として寄せていただいているところでありま

す。この部分について答えられる範囲で御答弁を

いただきたいというふうに思います。

もう一点は、今後これが決まれば３度目の入札

に向かっていくわけですけれども、入札の方法に
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ついて、実は昨日のニュースで皆さんもお聞きに

なったと思います。函館市が入札不成立というこ

とで、随意契約も視野に入れながら検討していき

たい、そして完成時期をおくらせないようにした

いという、そんなことがニュースに流れていまし

たけれども、名寄市としてはどのように考えてい

るかお知らせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 今回の ０００

万円に対する、要するに妥当か、適正かという話

であります。７月に積算根拠となります北海道の

営繕単価の改定がございました。また、工期が変

更となりますので、それに伴いまして単価の時点

修正が必要となりましたので、改正されました営

繕単価を使用させていただきまして、営繕単価の

掲載にない資材につきましては見積もりのとり直

しを行いました。あわせて型枠や鉄筋、鉄骨など

市場価格の動きの激しいと思われるものにつきま

しては、その動向をつかむために見積もりをとら

させていただきました。これら全てを織り込んで

建築主体工事を初めとして全ての事業費の再積算

を行いました。その結果、今回の見直しとなった

ところでありますので、これは市立病院含めて積

算ルールについては同じ考えでございますので、

御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 入札の手法に関して

のお話がございました。１回目に当たりましては

公募がなかったということで、入札そのものが執

行できないという事態に至ったということであり

まして、２回目につきましては２つのＪＶから応

募がありましたから、当然のことながら一般的に

考えますと入札の執行は可能だという。それで、

１社が辞退をされたということで、残り１社とい

うことで、私どもの当初の考え方でいきますと、

いわゆる条件つきの一般競争入札の場合は基本的

には公正な競争を確保するという観点から、２社

以上が残らないと入札にはならないという判断の

もとでやっておりまして、当初はそういった対応

も可能だというふうに思っておりましたけれども、

結果１社しか残らないという状況になったときに

は、まさにその時点では公明、公正な競争が確保

できないということで入札の延期をさせていただ

きました。そして、今度はどういう形にするかと

いうことにつきましては、まだ今ここでお話をす

る段階ではございませんけれども、まさに私ども

これまで１回目、２回目通してそれぞれ課題をし

っかり受けとめて、その課題の払拭に当たった入

札に一つ一つ切りかえてきたということがござい

ます。そういう意味では、３回目に当たりまして

も当然２回目の轍を２度踏むということのないよ

うな形でしっかり入札のあり方についても検討を

進めているということで、さまざまな御指摘の内

容も含めての検討ということでぜひ御理解を賜り

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇１番（川村幸栄議員） 今御答弁いただきまし

たけれども、やはり市民の皆さん方の中にはどう

しても悪いほう、悪いほうに思いが行ってしまう

傾向があります。これは当然だと思うのです。大

きな税金を使われるということですので、本当に

期待はしているけれども、こんなにいろんなこと

が起きると悪いほうに考えざるを得ない。やっぱ

り談合や官業の癒着と、極端に言えばそんなこと

なども頭に浮かびながら、不安と疑念が渦巻いて

くるのだというふうに思います。こういった市民

の皆さんの思いを、やはり夢のあるものがそうい

った違うほうに、反対の方向に向いてしまうよう

な、そういうやり方だけはぜひしないでいただき

たいと強く思うところでありますし、また今入札

の方法についてもいろいろ検討していただいてい

るようですが、そういった部分もわかりやすく市

民の皆さんにもどこまで報告したり、お知らせし

たりというところら辺があるかもしれないのです

けれども、できる限りの周知を求めて終わりたい

というふうに思います。
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〇議長（黒井 徹議員） 竹中憲之議員。

〇８番（竹中憲之議員） ２点ほどお聞きをした

いというふうに思います。

今回の補正 ０００万円ということで、先ほど

長内部長のほうからこの ０００万円の根拠につ

いて話がされました。実は気になっていることが

二、三点ありまして、１点は当初の計画でありま

すと確かに２６年度は２６年度でありますが、秋

には工期が終わるという、そういう状況の計画だ

ったというふうに思います。今回中身的にどうい

う工期、スケジュールになっているか明らかにさ

れていませんので、まずそれ１点目、そのスケジ

ュール、工期についてお知らせを願いたいという

ふうに思いますし、先ほど奥村議員のほうから市

民説明ということがございましたけれども、私は

逆に安全面という面からしてちょっとお聞きをし

たいのでありますが、たしか５月２３日に豊西小

学校の安心会議がございまして、そこで市民ホー

ルの一定のスケジュール等々含めて御提案という

か、考え方が示されたようであります。私がちょ

っと行けなかったのでありますが、中身は今予定

をしている箇所は実は豊西小学校の通学路であり

まして、過日の３０、３１の議会報告会の中でも

関係の町内会長さんからどういうふうになってい

るのだいというふうに市民から聞かれてもわから

ないということも含めてありましたので、そうい

う関係町内会との説明も含めて今後どのようにや

っていくのか。もう既にやっているとしたら、い

つごろ、どのような形でやられたのかも含めてお

聞かせを願いたいというふうに思います。まず、

その点についてお答えをお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 工期のことでお

答えをいたします。

当初２６年８月完成を見込んでおりましたけれ

ども、入札が執行されませんでしたので、その調

査あるいは時点修正も含めまして、それに時間が

かかるということで工期の見直しを行いました。

その結果、２７年２月の完成を予定しております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、工

事に伴う町内会の説明につきましては当初８月か

らの工事の着工を予定されておりましたので、７

月の段階で関係町内会の方にはそれぞれの役員会

等に出向いて説明をさせていただきました。その

折に竹中議員御指摘のとおり、通学路に面した部

分についての工事車両の出入り口につきましては

安全を配慮するようにということを言われました

ので、その部分につきましては工事にかかる前に

業者の方ときちっと打ち合わせさせていただきた

いというお答えをさせていただいたということで

ございます。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 安全問題については今

話されましたが、ただあそこは今までもそうであ

りましたけれども、通学路がかなり狭いというこ

ともあって、工事車両が出入りすることによって、

特に今長内部長のほうから言いましたように、工

期２月だということは二冬あそこかかわるという

ことになるわけです。冬期の中身でありますから、

かなり安全を考えないと大変な状況になるわけで

ありまして、そのことについては十分関係箇所と

の連絡とってもらって、安全の確保を求めておき

たいというふうに思います。

それから、 ０００万円にかかわっての中身で、

今後の値上がりの問題も勘案してということで、

鋼材、骨材ですか、のことも含めてということあ

りますが、今言いましたように冬期に二冬かかる

ということでありますので、その辺の費用の換算

や何かも含めて今回の ０００万円に入っている

のかどうか。今後骨材や鋼材が値上がりしてもこ

の ０００万円で対応できる、あるいは工期の中

で二冬あってもそれは対応できるということで確

認をさせていただけるのかどうか、その辺につい

てお答えください。
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〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 先ほどの工期の

中には冬期間も含まれておりますけれども、今回

の工期の精査の結果では鋼材の搬入期間、これが

市場では５カ月から６カ月かかるという情報を得

ております。そういたしますと、実質１０月から

着工いたしますと冬期間、１月から３月の間は鋼

材が入ってきませんので、それは冬期施工にはな

らないと考えてございます。ですので、冬期施工

の積算は見ておりません。今回の工期の設定につ

きましては、北海道の標準工期を設定しておりま

して、それに今回の鋼材搬入等の期間を加味しま

して工期を設定してございますので、御理解をい

ただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 竹中議員。

〇８番（竹中憲之議員） 今お答えいただいて、

一冬目は搬入ないということですから、それはそ

れでいいのでありますが、今後の補正はないとい

うことで確認をさせていただけるなというふうに

思っておりますので、そんなことで再確認をさせ

ていただきたいと思います。

あと、もう少し市民説明の扱いで、特に西町２

区、３区、１区が一応あそこは安全問題では非常

に大きくかかわっているところでございますから、

各学校にある安心会議での説明だけでなくて、先

ほどちらっと部長が言われた各町内会のところへ

も行って説明をしない限り、今回のこのままでい

くと工期が６カ月おくれるのですから、始まりが

６カ月おくれるのだと思いますけれども、そうい

う説明もきちっとする。あるいは、奥村議員が言

った補正の ０００万円の根拠もきちっと説明を

して、理事者側の説明責任を果たしていただくと。

そういうことを求めて、私の発言を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 東千春議員。

〇１９番（東 千春議員） それでは、何点かお

伺いをしたいというふうに思います。

ただいまの質問の中で完成が平成２７年２月を

目指すということをお伺いいたしました。当初は

２６年１０月の予定だったわけなのですけれども、

２６年１０月に近辺に予定されていた大きなイベ

ント等々もあったと思いますけれども、それがキ

ャンセルになりまして、今度は入札が決定しない

とわからないわけなのですけれども、２７年２月

以降についてのイベントをこれから考えていかな

くてはいけない。オープンを目指した、そういっ

た取り組みを考えていかなくてはいけないという

ふうに思いますけれども、そういったことに対す

る準備、どのようなお考えがあるのか、まず１点

お伺いをしたいというふうに思います。

それと、関連しまして西町２区の教員住宅が駐

車場になるという予定があります。ここの教員住

宅の入居につきましては、ことしの３月いっぱい

ということだったわけですけれども、工期が延び

るということで、こういった入居に関する影響が

あるのかどうなのか、これについてもお知らせを

いただきたいというふうに思います。

３点目ですけれども、議会報告会の中でも市民

の皆さんからも御意見がありました。やっぱり最

終的にはいいものをつくってもらいたいのだとい

うふうな意見をいただいております。今回は、特

にそういう単価の部分の見積もり等の変更という

ことだったのですけれども、これによって備品だ

とか放送設備だとかが例えば安いものに計画が変

えられてしまうだとか、そういう影響というのは

ないのかどうなのか、お知らせをいただきたいと

いうふうに思います。

それと、入札についてはお答えいただける範囲

でお答えいただければありがたいのですけれども、

通常公明、公正な入札の中にあっても市内企業の

育成というふうな考え方が今までずっとあったの

かなというふうにも思っておりますけれども、こ

の考え方に変わりがないのか、この４点について

お知らせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） 私のほうからは、開

館日の延期に伴いますソフト事業の部分につきま
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してお話をさせていただきます。

当初予定をしていました平成２６年１０月とい

う部分につきましては、約２年前に準備が必要だ

ということで、庁議でこの日程につきまして入札

が順調に進めばという前提でこの日程を設定させ

ていただきましたが、このたび２回の入札の延期

という中でこの日程では難しくなったという部分

につきまして、既に市民の方の中でいろいろな実

行委員会等を立ち上げて準備をしていただいたと

ころがございます。そういった方々につきまして

は、入札の延期に伴いまして個々に連絡をさせて

いただきまして、年度をずらしていただくという

ことも含めて理解をいただいているところでござ

います。現在大きな事業としては、市民の方で行

う予定をしております第九の合唱の集いであると

か、それから市民劇の公演、それから民謡の大会、

それからこれは会議ですけれども、女性団体の全

道大会というようなものにつきまして個々日程を

調整をさせていただいている最中でございます。

また、こういったソフト事業を開館記念事業も含

めましてどのような形で立ち上げていくのかとい

うことで、さきの７月２５日に事業企画委員会を

立ち上げさせていただきました。これにつきまし

ては、公募の市民の方を含めまして１０名の委員

の方に集まっていただきまして、数年前から名寄

市と二人三脚で文化事業を行っております舞台芸

術実行委員会のメンバーも含めまして、準備会を

１回、それから初回の会合を７月２５日にさせて

いただきました。この中で事業の部分の取り上げ

方、それからどういった支援等ができるのかとい

う部分につきまして、市民の方の意見も聞きなが

ら練り上げていきたいと考えております。ただ、

まだ一部で全体の開館の日程がはっきりしない部

分もありますので、日程につきましてはかなり幅

のある日程の中での選択になろうかと思いますけ

れども、鋭意この部分については組み上げていき

たいと考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。

もう一つ、教員住宅の部分でございますけれど

も、教員住宅につきましては既に一昨年から駐車

場になるという計画がございましたので、定時の

異動のときにはその後の住宅については入居をし

ないということ。また今夏、ことしの夏を中心に

して移動できる方については移動をお願いをして

おります。また、現在数件残っているかと思いま

すけれども、来年の３月末で教職員の定時異動等

で出られる方についてはそのままということで、

工事の前までには住宅地の部分の入居者は全員が

退去するということになると思っておりますので、

御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 扇谷総務部長。

〇総務部長（扇谷茂幸君） 私のほうから備品等

への影響があるかというお話もちょっとありまし

たけれども、今回補正に関しては建設水道部長の

ほうからもお話がありましたとおり、時点修正と

いう形で新たな４月に改正をされました営繕単価

を使ったと。改めてまた見積もりのとり直しをし

たということで、現行実施計画なりで一応設定を

されておりました中身につきまして、改めてそう

いった営繕単価等の見直しをしたということであ

りまして、特に中身の扱いにつきましては検討し

ていないというところでありまして、現状の単価

の中で一定程度今回の補正を出させていただいた

という認識でおります。

それから、入札のあり方につきまして、市内業

者の育成というお話がありました。今回の入札に

当たりましても当初から地元企業の育成という配

慮をしながら入札の企業体の応募をかけてきたと

いう経緯がありますから、今回３回目におきまし

てもしっかりそういったところは配慮した対応を

考えて、入札の成功に向けた対応を進めてまいり

たいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１９番（東 千春議員） それぞれ答弁をいた

だきました。ちょっと何か聞き取れなかった部分

もあったかというふうに思います。済みません。
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西町２区の駐車場予定地の教員の皆さんというの

は、来年の３月で皆さん退去されるということで

よかったのでしょうか。そこら辺ちょっと確認を

させていただきたいなというふうに思います。

それと、退去された後かなりの期間が空き家と

なってくるわけでありまして、そこら辺が来年の

１０月というか、その後半年、例えばあそこに空

き家としてあることになるのかどうなのか、そこ

ら辺のスケジュールについてちょっとお知らせを

いただければありがたいなというふうに思います。

駐車場を早目にやるお考えがあるのか、しばらく

空き家として残しておくのか。空き家として残し

ておくのであればそれなりの管理ということも必

要になっていくのかなというふうに思いますけれ

ども、そういったことに対するお答えをいただけ

ればなというふうに思っております。

備品等につきましては、影響がないということ

で安心をさせていただきたいというふうに思いま

す。やはり最終的にできた後の使い勝手のよさで

あるとか、そういった市民が直接利用するものに

ついて減額というふうな影響がないということで

安心をしたところであります。

駐車場についてちょっとお伺いをいたしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 鈴木教育部長。

〇教育部長（鈴木邦輝君） まず、教員の方の退

去につきましては、御指摘のとおり平成２６年３

月末には全員が退去をされるということでありま

す。

また、退去された後の教員住宅につきましては、

保安上の問題も含めまして空き家の部分が多くあ

るということは決していいことでございませんの

で、速やかに解体する方向で検討させていただき

たいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 市長、副市長にお尋

ねします。

市長から議案あるいは報告一括、極めて事務的

に提案をされましたけれども、さきの６月２８日

臨時会で、議会代表者会議等の中でも議会を通じ

た市民説明、情報公開をしっかりすべきだという

意見がありながらも、あえて課題のデリケートな

部分もあって、議長にまとめていただいて、市長

発言を受けて黒井議長に一定の取りまとめをお願

いした経過がございまして、いずれも執行の側の

責任のある仕事の仕方、議会の立場としても黒井

議長からそれを受けて責任感を持って、以降失敗

は許されないということで、それは議会の意向、

市民の意向も含めてあったと思うのですが、それ

を受けとめた上で今回の提案だというふうに思い

ますが、言葉としては余り伝わってこなかったの

で、改めてやっぱり議会の雰囲気、市民の雰囲気

についてどう認識をされて３回目、失敗を許され

ない取り組みになって提案になっているのかとい

うことについてもう少ししっかりしたお答えをい

ただきたいと思います、１つは。

２つ目は、１回、２回ということでやられて、

結果、応札、入札に至らなかったわけですけれど

も、特に２回目の今一部やりとりもありましたけ

れども、応札の取りやめなんかの関係等も含めて、

今回の一連の関係ではいわゆる公正取引委員会あ

るいは名寄市との一定の情報収集や意見交換の事

実があったかどうか、念のためお尋ねをしておき

たいというふうに思います。

それと、３点目には、いわゆるぜひ３回目しっ

かり対応して結果を出してほしいという気持ちは

私も全く同じなのですが、やっぱり ０００万円

という継続補正の増額は決して小さくはない。役

所内部の感覚からすればできるだけ一般会計を抑

制さえすれば、財源はしっかり有利債の活用やら、

今の政治動向のいろんなメニューについての活用

なんかの情報もありますけれども、そういう安易

な考えはないと思いますが、 ０００万円という

のはやっぱり基本設計、実施設計、合計 １００

万円ぐらいの重要な２つの設計の重みについても

非常に大きいはずだったのですが、結果としては
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２回だめになったわけなのですけれども、そうい

う３回目に出た結果によって、改めて議会を通じ

た、もちろん説明責任を議会側としても果たして

いかなければならぬけれども、執行側としても出

た結果の１回目からのてんまつも含めた市民説明

というのはしっかりやるべきだというふうに考え

ておりますが、この３点についてお答えをいただ

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 市民ホールの入札の

関係につきましては、５０年来の待望の市民ホー

ルということも含めて、計画づくりの段階から市

民の皆さん、関係する利用団体の皆さん方からも

相当多数のさまざまなすばらしい御意見もいただ

きまして、基本設計、実施設計を完了してまいり

ました。片一方で、東日本大震災の影響の関係に

ついては復興工事の関係も含めて、特に港湾関係

の事業がなかなか進んでいないであるとか、高台

移転の問題も含めてかなり厳しい状況ということ

については認識は十分持っておりました。これが

うちの市立病院の入札のときについても恐らく会

計検査院の関係についての新聞報道がありました

ときに、おおむね２０％ぐらいが入札不調になっ

ていると、こういう情報については当然所管する

総務部としまして情報はしっかり持ちながら作業

を進めてまいりました。そういう中で市立病院に

ついては、小樽市立病院の例もありまして一番懸

念をしていたのですけれども、そこについては順

調な入札になって、工事も今現在竣工中でありま

す。こういう状況の中で、できるだけ地元を含め

たＪＶを組んでやりたいと。こういう部分でこの

間一生懸命対応してきたつもりなのですけれども、

やはり復興工事の影響も相当大きいということも

現実、今の新聞報道等ではことしの２月以降から

より厳しくなったのではないかなという報道関係

もありますので、この辺について３回目について

は先ほど総務部長が申しましたように、市役所全

力を挙げてしっかり対応してまいりたいと思って

います。この気持ちは、改めて今私の口から述べ

させていただきたいと思っています。きょうの議

会で補正予算を議決いただいた後、速やかに入札

の執行にかけてまいりたいと思っています。

それから、２点目の公取委の関係につきまして

は、特に現段階では協議はしておりません。ただ、

会計検査のほうがこの間東北地方で入札辞退が相

次いだものですから、この辺について恐らく会計

検査院独自の調査もしていると思います。先ほど

から長内部長が申し上げていますように、いろい

ろ価格の関係につきましては会計検査の対象事業

となっておりますので、厳しい状況については状

況として認識をしておりますけれども、やはり道

の営繕単価を用いた部分とそれ以外について業者、

メーカーからの３社からの見積もりをとっての対

応と。この考え方については従前から工事の予定

価格の積算について変えておりませんので、そこ

は時点修正ということで御理解を賜りたいと思っ

ています。

それから、事業費の ０００万円については、

ここは品質を担保してもらいながら、業者の方に

安全も含めたしっかりとした建設工事をやっても

らうという形では適正な価格について対応させて

もらったつもりで今回 ０００万円の金額を上げ

ています。この関係につきましては、元気交付金、

それから補正予算債、それから合併特例債という

ことで、できるだけ市民負担の増加にならないこ

とも含めて検討しておりますので、この辺につき

ましても入札が終わって、しかるべき繰り越しの

関係の状況も含めて議会、市民の皆さん方のほう

には御説明をする機会をしっかり持っていきたい

というふうに考えております。どうぞよろしくお

願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） さまざまな御議論をいた

だいてありがとうございます。前回特別に発言を

許していただいて、２回目の入札が不調に終わっ

たときと今回の姿勢は全く一緒でありまして、数
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十年来の市民の夢でありますから、できるだけい

いものを安くというか、適正な価格で、そして速

やかに、そして地元経済にも配慮したという形の

スタンスは変わっていません。その中で今回時間

をしっかりかけて、本当に職員が一丸となって情

報収集して議会提案をさせていただいたというこ

とでありまして、さっきからもお話ししていると

おりもう失敗は許されないということで、その辺

も情報の出し方に関しては非常に慎重になってい

るということはぜひ御理解いただきたいというふ

うに思います。それは、ひいては市民の皆さんの

思い、負託にしっかりと応えていくためにこうし

た情報発信をさせていただいているということを

ぜひ御理解をいただいて、今回議決をいただけれ

ばありがたいというふうに思っていますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 挙手して発言してくだ

さい。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 入札が終わってから

議会、それから市民の皆さん方に説明することに

ついては対応してまいりたいと考えています。入

札が終わる前になかなか言えない部分もあります

けれども、事の責任の問題の関係につきましては

今議論する状況ではないのではないかなというふ

うに思っております。市民説明については、しっ

かり機会をつくって対応してまいりたいと考えま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 市民説明、情報公開

の関係は、私ども議会を通じてのやりとりももち

ろん得た結果に基づいて行われるでしょうし、執

行側としても当然それを考えているということで

受けとめさせていただきます。

先ほどのやりとりを聞いておりまして、工期は

再来年の２月、平成２７年２月ということですが、

イコールオープンではないと思うのですが、それ

はもう年度内オープンという理解でよろしいのか、

交付金との関係なんかも含めてその辺の幅の、バ

ンドの部分についてはどのように市民理解が深め

られるのか、確認をさせていただきたいというふ

うに思います。

いずれにしても、財源の関係について交付金や

元気交付金の関係などを含めていろいろ出ていま

すが、市民の感覚からすると一般財源、自分の財

布から出るお金は少ないほうがいいけれども、先

ほどのやりとりの中でも結果としてやっぱりいい

ものが、使い勝手のいいもの、質含めて、そうい

うことにも大きな関心を高められておりますから、

今までのやりとりを十分、もちろん金にもこだわ

るけれども、二冬工期くぐるということでもござ

いますし、トータルとしてさらに補正はないとい

うことでいっても土俵際、もう俵にかかった決意

が出されていますから、改めてそれについて確認

を。ただ一般財源を少なくすればいいという感覚

だけではなくて、トータルとしてやっぱりいいも

のをつくるという言葉で改めて総括的にお答えを

いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 工期の関係につきま

しては、先ほど２７年２月ということでさせても

らいました。現段階でオープンの時期について明

言することについては、入札も終わっていない状

況の中で、そこについてはいましばらくお時間を

いただきたいなというふうに考えています。

それから、先ほども言いましたように会計検査

のほうが昨年の９月までの１年間で相当調査に入

っていますので、この間の実勢価格と予定価格で

積算したそれぞれ都道府県の単価ということにつ

いてもどういう結果になるかわかりませんので、

現時点で考えている分については今回の補正で入

札を執行いたしますので、過去にもオイルショッ

クのときなんかについては資材費の異常な高騰に

ついて会計検査のほうから複数年にわたるときに
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は国交省等も含めてさまざまな見直しがあったと

いうふうに考えておりますので、この辺について

は国からの指示に従ったことについての補正は場

合によってはあるものかなと思っていますけれど

も、現時点で私たちが積算しているものについて

は変更はないなというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 再々確認になります

けれども、工期は２月をめどに置いているという

ことで、オープンが言及できないということです

が、改めて聞きますけれども、財源との関係では

再来年の４月以降になってもオープンについては

弊害がないという認識でよろしいのか。工期とし

ては、市立病院もそうですが、トータルとしてな

かなか窮屈だと。市立病院のほうも大幅なおくれ

はないけれども、若干おくれているというふうに

部長からも聞き取りをしているところなのですが、

それ以上のまた専門的な施設なわけで、工期は素

人ながら、あるいは私どもの独自調査では短いな

という印象を受けているのですが、その場合、仮

に年度越えになるという、おくれついでですから、

しっかりいいものをつくってもらわなければなら

ないことはやっぱり皆さんの共通の願いで、準備

する側、こけら落としをどうするかというところ

あたりは関心事ではあるのですけれども、急ぐ余

り質が落ちることについてはこれはまたいかがな

ものかと考えていますから、財源の問題として年

度を越えることについては構わないのだという決

めがあるかどうかについて、あるいはあくまでも

年度内に、３１日にはオープンしなければならぬ

ということ、縛りがあるのかどうかお答えをいた

だきたいというふうに思います。

いずれにしても、 ０００万円の数字は決して

小さくはないということですので、出る結果につ

いて、私の感覚でいくと代表者会議の説明も受け

て、２週間、１５日ぐらいは縦覧を置いていくと、

やっぱり９月には、議会中には終わりたいという

印象なのでしょうけれども、改めてその辺のお答

えもいただいて、現場サイド、市長、副市長含め

てしっかり連携をとって、目的のものを完成する

ように求めて終わりたいと思います。質問の部分

だけお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木副市長。

〇副市長（佐々木雅之君） 今回継続費でお願い

しているのは、２６年度中の竣工を予定していま

す。当然箱物ができますと、それについての国の

補助金等についての事業が２６年度中に終わるも

のと考えておりますので、御理解賜りたいと思っ

ています。

それから、２月に完成してから若干備品等の納

入、それからテストも含めてありますので、年度

内にオープンするということもスケジュール的に

は無理でないかもしれませんけれども、この間そ

の時期についてはいろいろ政治日程も入っており

ましたり、年度終わり、年度初めということもあ

りますので、オープン時期の関係につきましては

そこはしっかり慎重に対応してまいりたいと考え

ています。

なお、財源問題については、今回も元気交付金

を、市民ホールの事業を２５年から２４年に１年

前倒したことに対しましても元気交付金の対象事

業に認められて一定の大きな金額が他市町村より

も来ていますので、この辺の財源も活用しながら、

市民が待ち望んでいたこの施設、市民ホールにつ

きましてはしっかり対応してまいりたいと思いま

す。

なお、入札の関係につきましては、本議会の議

決いただいた後速やかに着手をして、９月の議会

のところでまた議会のほうにお願いをさせていた

だきたいというふうに考えておりますので、この

辺については御理解を賜りたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋伸典議員。

〇１０番（高橋伸典議員） １点だけちょっとお

聞きしたいというふうに思います。

今工期の部分が出ておりました。当初３月発注、

そして明年の１０月ということで、約１９カ月間
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ありまして、今回の場合は計算すると１７カ月ぐ

らいになってしまうのかなというふうに思うので

す。私は１７カ月間でもいいと思うのですけれど

も、今の市場の状況を見ると、ある町村では２回

不調になりました。それはなぜか。そして、くい

だけ打って、補助金をいただかなければならない

から終わらせると。そして、来年になったら何と

か型枠大工だとか、鉄骨、加工が回ってくるので

はないかという状況が何か見えるところがあるの

です。今９月に終えて１０月からスタートされる。

先ほど鉄骨が５カ月かかると言っていました。そ

して、私の頭の中では掘削をして、型枠をつけて、

くいがないですから土間コンを打つという形をす

る中で、一番凍害を受ける時期にやらなければな

らない状況が出るのかなと。昨年も開発局で美深

道路完成させました。あれは、本当にもう３月３

１日に竣工するという形でスタートさせたのが原

因でありまして、士別のバイパスの出口の道路、

土を向こうに持っていってぽたぽたの土をあそこ

に積み、土壌改良もしないままに１２月、１月、

２月で積んで今の美深道路の状況になったのはも

う間違いないです。私は、工期がどうのこうの言

うのではなくて、今の市場の部分、また工期の部

分を見て、本当にこれ１７カ月間で可能なのか、

３０年間の夢ですから、市民のいいものをつくる

ためにも急ぐ必要があるのかなという部分がある

ものですし、美深のああいう開発みたいな部分を

つくったら大変な部分になるという思いがあるも

のですから、ぜひその部分は考慮できないのかと

いうようなこと。市場を先ほどある程度鑑みて、

そしてこういう工期と単価をやったというので、

安心はしているのですけれども、その部分で何か

答えがあればちょっとお聞かせをいただきたいと

いうふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 長内建設水道部長。

〇建設水道部長（長内和明君） 大変御心配をい

ただきましてありがとうございます。工期につき

ましては、議員と私どもではちょっとずれがある

のかなと思いますけれども、当初は３月でなくて

６月の発注で考えておりました。当初は１４カ月

見ておりました。今回は言われるとおり１７カ月。

工期的には多く見てございます。それは、先ほど

も言いましたけれども、冬期施工もカウントして

ございますけれども、実情は冬期施工は行わない

ということで考えてございます。総体の中では、

先ほども言いましたけれども、北海道の積算基準

でやっておりまして、工期もそれで対応しており

ますし、それに市場も加味いたしまして工期を設

定しておりますので、１７カ月で問題はないかと。

特別な台風ですとか何か災害が起きた場合は、こ

れはまた別ですけれども、一般的には１７カ月で

対応可能かなと思ってございます。

それとあと、凍結のことを大変心配をいただき

ました。当然これから工事をするということにな

りますと、恐らく基礎で終わるのではないかと思

っています。恐らく１０月、１１月、遅ければ１

２月と。その基礎でいきますので、となると冬期

間、１月から３月の間はコンクリートの打ちは多

分出てこないのかなと思ってございますので、そ

んなことで御理解をいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに御発言ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。議案第１号は、委員会付託

を省略し、直ちに採決することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま
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した。

これより、報告第１号について質疑に入ります。

御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

報告第１号を終結いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 今年度のヒグマ出没へ

の対応、対策について、山田典幸議員から緊急質

問の申し出がありました。これについては、さき

の議会運営委員会にて日程に追加し、発言を許す

ことに決定しております。

お諮りいたします。お手元に配付の追加日程の

とおり、山田典幸議員の緊急質問に同意し、日程

に追加の上、直ちに発言を許可することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

日程に追加し、発言を許すことにいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田典幸議員。

〇５番（山田典幸議員） ただいま議長より発言

のお許しをいただきました。発言の機会を与えて

いただきまして、議長を初め先輩議員各位に対し

まして感謝を申し上げたいと思います。

質問に関しましては１点でございまして、今年

度のヒグマ出没への対応、対策についてというこ

とで、現状認識も含めまして御質問を申し上げた

いと思います。ここ数年、全道的にもヒグマの出

没、目撃情報というのが増加の一途をたどってお

りまして、加えまして出没範囲は山林周辺に限ら

ず、市街地周辺にも広がってきている状況である

ということは御承知のとおりかと思います。当市

におきましても昨年市内各所において８月以降出

没または目撃情報が相次ぎまして、特に郊外農村

地区を中心に収穫間際のスイートコーンが荒らさ

れるという被害が頻発したことに加えまして、農

家の住宅周辺への出没、また民家の家庭菜園での

食害も確認されておりまして、そのような状況を

踏まえまして、昨年の第３回定例会におきまして

翌年以降に向けての適切な対応、また継続的な対

応を求めさせていただいたところであります。

そこで、本年の状況でありますけれども、昨年

は特に８月以降、８月１０日以降に出没が相次い

でおりましたけれども、本年に関しましては７月

末の時点で私の調べで間違いがなければ既に２８

件の出没、目撃情報が寄せられていると認識をし

ております。昨年は７月末の時点では１２件ほど

の情報であったかと思いますから、ことしは既に

昨年同時期の倍以上の出没、目撃情報ということ

になろうかと思います。また、出没範囲もことし

は特に智恵文の更生地区、名寄日進地区、中名寄

地区、そして風連日進地区と今の段階では特定の

地域に集中して出没をしている状況であります。

今月、８月に入りまして、熊が好んで狙うとされ

ているスイートコーンの収穫も既に始まっており

まして、今後出没数の増加、また出没範囲の拡大

が予想される状況と考えておりますけれども、改

めまして今年度のヒグマ出没に対しての行政とし

ての対応、そして対策についてお伺いをしておき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 山田議員から緊急質問

のございましたヒグマ対策についてお答えを申し

上げたいというふうに思います。

ヒグマの出没情報につきましては、春先から現

在まで市民等からの目撃、ふん、そして足跡の情

報が多数寄せられておりまして、７月末の実数に

つきましては山田議員御指摘のとおりであります。

もう少し新しい情報でありますけれども、昨日現

在でございますが、３１件の情報が寄せられてお

りまして、昨年の同日比でいきますと１５件とい

うことでございますので、御指摘のとおり倍増し

ているということでございます。御指摘のとおり、

特にスイートコーンの収穫期が始まっておりまし

て、昨年の反省に立って今後の対策を講じたいと
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いうことで、先月の１９日でありますけれども、

猟友会名寄支部、名寄警察署、ＪＡ道北なよろ、

そして市役所の経済部、以上４者におきまして打

ち合わせ対策会議を開催をさせていただきました。

ここでは、情報共有や連絡体制、特に警察、猟友

会がパトロールや駆除等に即応できる対応を含め

ての整備について議論をしていただきました。ま

た、その他の対応といたしましては、市の広報や

新聞記事等、さらにはＪＡのネットワーク等を通

じまして農業者の皆さんに注意喚起や情報提供に

係る周知、あるいは農業者向けの予防対策等につ

いてお知らせを申し上げているところであります。

さらには、出没関係箇所へのわな設置を始めてい

るところであります。

今後の対応につきましては、まずは優先すべき

は人命第一というふうに考えておりまして、先ほ

ども市街地周辺にも出没しているという昨年の状

況も踏まえて、通学路などの安全確保のためのパ

トロールの強化を図る一方で、特に農業者の皆さ

ん、収穫に入っていきますので、電流に対する一

定の効果があるということを実証されております

ので、電気牧柵の設置を促してまいりたいと思い

ますし、その他農作業における注意喚起といたし

まして、大きな音の鳴るもの、爆竹とかラジオ等

々、それらを用意して収穫に当たる。あるいは、

収穫、当該地のトラクターでの周回を作業前に行

う。あるいは、複数による作業をすることにして、

単独で作業しないなどなど進めているところでご

ざいます。必要に応じてわな設置等、あるいは昨

年も行いましたが、相当頭に対応して捕獲あるい

は駆除に当たってまいりたいというふうに考えて

おります。特に集落、里周辺のヒグマの出没につ

きましては、警察署や猟友会の方々にも御協力を

いただいているところでありますが、学校関係者

や町内会の関係の皆様方にも連絡をしっかりとさ

せていただいて、その一方では市役所内において

も教育委員会や市民部など関係する部局とも連動

いたしまして警戒に当たるなど、最大限これらの

対応に努めてまいりますので、御理解をいただき

たいというふうに思います。

以上、答弁にかえさせていただきます。よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） 御答弁をいただきまし

た。昨年の第３回定例会で御答弁いただいた内容

と１９日に対策会議があったということで、より

具体的な対応、対策をパトロール等も含めてして

いただいているのだと思います。ただ、１点あえ

て指摘をさせていただきたいと思いますけれども、

出没、目撃情報が農家、また住民からあった中で、

行政の対応がちょっと人ごと過ぎないかという意

見も複数私のもとにも寄せられているという現状

があります。畑を通っただけだから大丈夫ではな

いかとか、何かあったらまた連絡してと。何かあ

ってからでは遅いわけでありまして、私自身はい

ろいろと本当にパトロールしていただいているの

も拝見させていただいておりますし、広報等の周

知、対策とって、行政の中でも他の関係機関と協

力してやっていただいていることは理解をさせて

いただいております。ただ、行政のほうでもでき

ることには限界があるというのも当然これは農家

側も理解していることでありますし、対応するこ

とによって個体数が減るということでもありませ

んけれども、やはりそのあたりは農家の立場に立

った、住民の立場に立った対応をしっかりとして

いただきたいというのをここは強く求めておきた

いと思います。

私自身の話で大変恐縮なのですが、昨年私もそ

ういった状況、畑が熊に食害を受けたという状況

もありまして、私の場合は本当にハンターさん２

名、３日間、早朝の収穫でしたので、収穫のとき

についていただいたり、また休日にもかかわらず

畑の際に箱わなを設置していただいたりと。私自

身はそういう対応を非常に感謝しているところで

ありますけれども、一生懸命やってはいただいて

いるのですが、一部のそういう対応があることに
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よってやはり非常に農家の皆さん不満に思ってい

るという部分があります。そういった人ごとでな

い対応をまずしっかりとやっていただきたいとい

うことを思っておりますが、その件に関してお答

えがありましたら、いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） この間出没情報がござ

いましたら、担当職員が即現地に出向いて、それ

ぞれ伺わせていただいて、現地を確認していただ

く。あるいは、ハンター、警察署に連絡をとると

いう、その手順を進めさせていただいているとこ

ろでありますけれども、農家の皆さんが作業上不

安に思いながら作業しているという、そういう方

ばかりだというふうに私どもも認識しておりまし

て、その対応に当たる職員が十分にそこを配慮し

た上で対応しているというふうに私どもは思って

いるところでありますが、中にはそう聞こえない

場合もあるかもしれません。その辺については、

農家の身になって市民の安全を確保するという職

員としての対応をしっかりするように指導に当た

ってまいりたいというふうに思ってございますの

で、この辺については御理解をいただきたいとい

うふうに思います。

さらに、食害にかかわるハンターさんの部分に

ついてですけれども、これは今スイートコーンの

作付面積が昨年と比較して１割ぐらいふえている

と。これは、ＪＡの振興作物としても進めている

というところであります。この天候ぐあいから見

ると一斉に収穫が始まるということでありますの

で、物理的に個々の皆さんが作業にかかわるハン

ターさんの警備をお願いしてもハンターさんの限

界もあるだろうというふうにも思っておりますの

で、先ほど私も申し上げましたが、でき得る限り

の自己防衛も含めて、農家さんに喚起してまいり

たいと。喚起するときには、しっかりと農家さん

の立場に立って説明なりお願いをしてまいりたい

と思っていますので、この点については御理解を

いただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇５番（山田典幸議員） そういった対応でしっ

かりとお願いをしておきたいと思います。実際道

内でも春に、せたな町だったと思います、人的被

害が発生しまして、１名の方が亡くなられるとい

う事件があったようであります。このことを対岸

の火事と捉えずに、いつ起こり得るかもわからな

いというような気持ちで、まず対応をしっかりと

していただきたい。このことは、強く求めておき

たいと思います。

また、今後今久保副市長のほうからもありまし

たけれども、農家としての対策というのもしっか

りとしていかなければならないという部分もやは

りあるかと思います。電牧柵等も効果がある程度

見られているということですけれども、今後も継

続的に効果の検証、これはヒグマにかかわらずほ

かの有害鳥獣、エゾシカ対策、また近年はアライ

グマなんかの被害も多くなってきているという状

況でもありますので、そういった有害鳥獣全般に

かかわる継続的、また恒久的な対策ということで、

やはり協議会含めて捕獲等も、箱わなの捕獲も含

めて研究をしっかりとしていただきたい。そうい

う体制をとっていただきたいと思います。このこ

とに関して１点最後確認をさせていただきたいと

思います。

最終的には、農業被害というのは全くゼロには

ならないのかと思いますけれども、今年度含めて

次年度以降も農業被害を最小限度にとどめて、そ

して人的被害は絶対に起きないような対応、対策

を求めて、最後そこだけ１点確認させていただい

て、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） ただいま有害鳥獣全体

の対策についてさらに強化をすべきという、そう

いう御指摘でございます。まさに私どももそこを

真に受けとめておりまして、ことしの３月にキツ

ネのわなにアライグマがかかって捕獲をされてい
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るという状況もございますので、このアライグマ

のわな設置についても現在進めさせていただいて

おりますし、さらにはエゾシカにつきましては猟

友会の皆さんの御努力もいただきまして、かなり

食害が減っているというふうにも伺っているとい

うところであります。引き続き有害鳥獣対策協議

会という協議会立ち上げておりますので、その中

で農業被害を防止するための対策を強化してまい

りたいと思いますので、御理解のほどよろしくお

願いいたします。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で緊急質問を終結

いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で今期臨時会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、平成２５年第３回臨時会を

閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午前１１時１９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 大 石 健 二

署名議員 熊 谷 吉 正
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平成２５年第３回名寄市議会臨時会議決結果表

平成２５年８月７日 １日間

本会議時間数 １時間１９分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

平成２５年度名寄市一般会計補正予算（第４ ― ― 25. 8. 7
第 １ 号

号） ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 25. 8. 7
継続費の逓次繰越しについて

第 １ 号 ― ― 報 告 済

平 成 ２ ５ 年 第 ３ 回 ８ 月 臨 時 会
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